






要約:1970.1.1 から 1975.6.30 までと,1977.1.1 から 1979.10.31 までに名市大未熟児病棟

で管理された低出生体重児と未熟児網膜症について検討した。後者において,極小未熟児,

特に 1,250g 以下の例が有意差をもって著明に増加しており,活動期 2度以上の網膜症の増

加も顕著である(X2=20.098)｡また,3 度中期にまで進行した例も有意に多く(X2=7.972),Ⅱ

型が 2例あった。生下時体重別,在胎期間別の発生率には有意差はなく,進行度で後者にや

や重症例が多かったことは,未熟児管理法の再検討が必要であるとともに,眼科的管理設備

の充実,管理施設の増設が急務であり,本症は更に研究を要する疾患である。 


